
（ⅱ）学校における携帯電話の取扱いに関する基本方針について

秋田県教育委員会

携帯電話は、学校における教育活動に直接必要のない物であり、児童生徒が授業に専念する
環境をつくり、学校での教育活動に支障が生じないようにする必要があることを考慮し、県教
育委員会として「学校における携帯電話の取扱い」について次のように基本方針を定める。

学校における携帯電話の取扱いに関する基本方針

【小・中学校】
学校への携帯電話の持ち込みを原則禁止とする。

ただし、緊急の連絡手段とせざるを得ない場合その他やむを得ない事情がある場合に
は、指導方針を明確にした上で、校長の判断により例外的に学校への携帯電話の持ち込
みを認めることができる。

その際、保護者から校長に対して許可を申請させるなど、適切な手続きをとるととも
に、校内での使用を禁止したり、登校後に学校で一時的に預かり下校時に返却したりす
るなど、学校での教育活動に支障がないように配慮すること。

【高 等 学 校】
学校内での携帯電話の使用を原則禁止とする。

ただし、学校の実情を考慮して、校長の判断により例外的に携帯電話の使用を認める
ことができる。

その際、使用目的を保護者への連絡に限定する、使用時間を放課後に限定する、使用
できる場所を制限するなど、使用上の規則を適切に定めること。

【特別支援学校】
・小・中学部の取扱いについては、小・中学校に準じること。
・高等部の取扱いについては、高等学校に準じること。
・児童生徒の障害の状態や各校の実情に応じて、校内及び寄宿舎での使用を認める場合
は、校長の判断により適切に対応すること。

なお、各学校においては、児童生徒の携帯電話、インターネットの使用に関して次のことに
重点的に取り組むこと。

学校における携帯電話等に関する指導の重点

１ 情報モラル教育の徹底
・学校全体で、児童生徒の発達段階に応じた指導計画を作成するなど、情報モラル教育

に取り組むこと。
・携帯電話等の利用について、学級や児童会、生徒会等で話し合いの場を設けるなど、

児童生徒の課題意識を醸成するよう取り組むこと。

２ 「ネット上のいじめ」等に関する取り組みの徹底
・「ネット上のいじめ」や「学校裏サイト」の実態等、児童生徒の携帯電話等の利用に

関する実態把握に努めるとともに、「『ネット上のいじめ』に関する対応マニュアル・
事例集（学校・教員向け）」（平成２０年１１月、文部科学省）を活用するなどして取
り組みの徹底を図ること。

３ 家庭や地域社会に対する働きかけの徹底
・携帯電話等を通じた有害情報の危険性や対応策、家庭における情報モラル教育や携帯

電話等の利用に関する家庭内のルールづくり、フィルタリング機能の利用の必要性等
について、関係機関や専門家との連携を密にし、保護者や地域社会に対して積極的な
啓発活動に努めること。

以上のような取り組みを通して、学校、家庭、地域社会が一体となってセルフ
コントロールできる児童生徒の育成を目指す。

（平成 21 年 3 月 4 日通知)


